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令
和
６
年
度
小
松
市
公
民
館
連
合
会

総
会
は
、
４
月
16
日
（
日
）
第
一
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
区

(

市
立
・
校
下)

公
民
館
館
長
・
主
事
お
よ
び

町
公
民
館
の
館
長
含
め
総
勢
１
３
０
名

(

＋
委
任
状)

出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
の
山
本
教
育
長
か
ら
は｢

公
民
館

は
地
域
活
動
の
中
心
で
あ
り
拠
点
と
し
て

集
い
、
学
び
、
親
睦
の
場
。
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
を
期
待
し
ま
す
。｣

と

の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
副
議

長
よ
り
「
各
地
域
で
の
人
と
人
と
の
交
流

は
大
切
。
顔
が
見
え
る
活
動
で
笑
顔
と
な

り
地
域
の
活
性
化
と
な
る
。
」
と
の
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。 

総
会
は
、
市
立
稚
松
公
民
館
平
井
館
長 

を
議
長
に
選
出
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

    

       

     

◆

◆ 
 

 

会 

長 
 

中
屋 

幸
夫
（
犬 

丸
） 

 

副
会
長 

 

澤
川 

喜
博
（ 

串 

） 

 
 

〃 
 

 

坂
田 

浩
幸
（
金 

野
） 

 
 

〃 
 

 

宮
本 

芳
樹
（
市
国
府
） 

 

常
任
理
事 

池
田 

辰
雄
（
芦 

城
） 

 
 

〃 
 

 

森
本 

 

修
（
能 

美
） 

 
 

〃 
 

 

杉
本 

浩
司
（
中 

海
） 

 
 

〃 
 

 

新
保 

 

徹
（
今 

江
） 

 
 

〃 
 

 

宮
崎 

英
昭
（
那 

谷
） 

 
 

〃 
 

 

早
瀬 

佐
俊
（
波
佐
谷
） 

 
 

〃 
 

 

丸 
 

 

忠
（
市
松
東
） 

 
 

〃 
 

 

道
券 

 

聡
（
主
事
会
長
） 

 

監 

事 
 

平
井 

忠
雄
（
市
稚
松
） 

 
 

〃 
 

 

小
田
原 

成
人(

主
事
監
事
） 

 

顧 

問 
 

後
藤 

英
司
（
前
会
長
） 

 

参 

与 
 

余
助 

幸
一
（
元
会
長
） 

〃 
 

 

西
村 

 

博
（
元
副
会
長
） 

〃 
 

 

杉
本 

信
夫
（
前
副
会
長
） 

〃 
 

 

田
中 

孝
一
（
前
副
会
長
） 

 
 
 

 

 
 

〃 
 

 

髙
辻 

 

聰
（
前
副
会
長
） 

 

◆

◆ 
 

 
 会 

長 
 
 

道
券 

 

聡
（
今 

江
） 

副
会
長 

 
 

今
森 

達
也
（
稚 

松
） 

会 

計 
 
 

平
野 

正
樹
（
安 

宅
） 

 

幹 

事 
 
 

田
中 

伸
季
（
東 

陵
） 

〃 
 
 
 

西
田 

隆
宏
（
西 

尾
） 

 
 

〃 
 
 
 

金
栄 
和
司
美(

市
松
陽
） 

 

監 

事 
 
 

小
田
原 
成
人(

月 

津
） 

 

特
別
・
専
門
委
員
会 

  

（
◎
委
員
長 

〇
副
委
員
長
） 

 

《
公
民
館
活
動
検
討
委
員
会
》 

《
市
公
民
館
設
置
80
周
年
事
業
委
員
会
》 

常
任
理
事
で
構
成 

 

《
広
報
委
員
会
》 

◎
坂
田 

浩
幸
〇
丸 

 
 

忠
・
筒
前 

達
夫 

・
早
瀬 

佐
俊
・
太
田 

 

光
・
西
田 

隆
宏 

・
茗
荷
谷 

賢
伸
・
山
本 

美
由
紀 

 

《
公
民
館
大
会
委
員
会
》 

◎
澤
川 

喜
博
〇
神
田 

和
明
・
土
山 

数
馬 

・
山
本 

博
之
・
山
本 

進
一
・
山
路 

基
洋 

・
中
崎 

弘
之
・
宮
崎 

英
昭
・
木
原 

浩
二 

・
乙
部 

博
計
・
中
家 

睦
己
・
小
田
原 

成
人 

・
神
谷 

崇
如
・
高
田 

竜
史
・
松
本 

由
紀
子 

・
坂
下 

啓
祐
・
南
出 

正
晴
・
山
口 

恭
市 

・
杉
本 

浩
司
・
田
中 

正
敏
・
西 

 

和
久 

・
田
中 

伸
季
・
若
本 

恵
輔
・
西
木
戸 

妙
枝 

・
中
西 

広
子 

 

《
フ
ェ
ス
タ
委
員
会
》 

◎
宮
本 

芳
樹
〇
平
井 

忠
雄
〇
東 

 

光
雄 

〇
三
田 

久
男
〇
森
本 

 

修
〇
橋
本 

達
也 

〇
前
川 

富
男
・
平
野 

正
樹
・
岡
田 

直
樹 

・
佐
伯 

 

敦
・
巻
本 

清
和
・
近
江 

は
る
奈 

・
北
川 

美
樹
・
西
木 

裕
一
・
池
田 

辰
雄 

・
今
森 

達
也
・
八
幡 

教
子
・
吉
田 

良
恵 

・
村
井 

小
夜
子 

 

《
地
域
活
性
化
事
業
委
員
会
》 

◎
坂
田 

浩
幸
〇
森
影 

隆
夫
・
宝
田 

真
意 

・
吉
田 

 

豊
・
清
水 

敏
行
・
新
保 

 

徹 

・
松
原 

 

啓
・
高
野 

 

篤
・
太
田 

晴
彦 

・
中
山 

敏
康
・
道
券 

 

聡
・
西
谷 

浩
平 

・
西
野 

満
治
・
金
栄 

和
司
美 
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地
区
の
館
長
・
主
事
が 

一
堂
に
会
す
る
合
同
研

修
会
（
市
長
と
語
る
会
）

を
６
月
１
日(
土)

に
開

催
し
、
56
人
が
参
加
し 

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
宮
橋
勝
栄
小
松

市
長
の
ほ
か
、
新
田
寛
之
小
松
市
議
会

議
長
、
山
本
民
夫
教
育
長
、
岡
山
晃
宏
福

祉
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
小
松
市
２
０
４
０ 

ビ
ジ
ョ
ン 

小
松
を
明 

る
く
、
に
ぎ
や
か
に
』 

と
題
し
た
市
長
講
話 

で
は
、
市
制
１
０
０
周 

年
の
節
目
を
迎
え
る 

２
０
４
０
年
に
向
け
て
、 

目
指
す
べ
き
ま
ち
の 

姿
や
市
政
の
方
向
性 

を
６
つ
の
都
市
像
ご 

と
に
、
わ
か
り
や
す 

く
イ
メ
ー
ジ
化
し
た 

ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
が 

あ
り
ま
し
た
。 

  

 

こ
の
実
現
に
向
け
て
「
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
確
立
」
の
取
り
組
み
や
、「
み

ん
な
で
育
む
こ
ま
つ
の
未
来
」
と
し
て
、

親
子
が
共
に
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
た

ち
が
未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
、

若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

こ
と
。
小
松
空
港
と
新
幹
線
の
発
着
点

で
あ
る
小
松
駅
と
い
う
両
エ
リ
ア
の
利

点
を
活
か
し
、「
日
本
海
側
の
拠
点
都
市

と
し
て
価
値
あ
る
ま
ち
」
へ
と
つ
な
げ

る
こ
と
な
ど
、
未
来
志
向
で
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
行
く
こ
と
を
参

加
者
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。 

       
 

 

        

そ
の
後
、
懇
親
会
を
兼
ね
た
意
見
交

換
会
で
は
、
各
々
が
感
じ
て
い
る
地
域

へ
の
熱
意
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

  ま
た
、
来
賓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
交
流
も
あ

り
、
公
民
一
体 

と
な
っ
た
活
発 

な
地
域
活
動
に 

向
け
て
、
気
持 

ち
を
新
た
に
す 

る
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。 

 

   

県
市
町
公
民
館
長
研
修
会 

石
川
県
公
民
館
大
会 

 
 
 
 

中
止 

東
海
北
陸
公
民
館
大
会 

 

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
し
た 

地
域
も
あ
り
、
本
年
の
開
催
は
中
止 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

    

小
松
市
公
民
館
大
会
開
催 

 
日
時 

12
月
８
日(

日)

９
時
30
分 

場
所 

第
一
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

開
会
行
事
・
表
彰
式
に
続
い
て
、 

実
践
発
表(
月
津
校
下
公
民
館)

、 

記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

  
 

主 

事 

会 

研 

修 

会 
 

 

本
年
度
の
第
１
回
主 

事
会
研
修
会
を
6
月
16 

日
（
日
）
に
行
い
ま
し 

た
。
会
場
は
安
宅
校
下 

の
主
事
さ
ん
に
ご
尽
力 

い
た
だ
き
安
宅
会
館
で 

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し 

た
。
東
陵
校
下
の
主
事 

さ
ん
の
ご
紹
介
で
、
現 

代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
： 

ケ
イ 

ア
ラ
ブ
ナ
さ
ん 

を
講
師
に
お
迎
え
し 

「
文
化
と
自
己
成
長
：
マ
ン
パ
ワ
ー
の
源

泉
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ケ
イ
さ
ん
の
経
歴
や
現
在
の
活
動
に

つ
い
て
様
々
な
お
話
を
お
聞
き
し
、
自
分

た
ち
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
小
松
市

の
魅
力
や
、
特
色
を
再
確
認
す
る
非
常
に

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

終
了
後
は
同
会
場
で 

ケ
イ
さ
ん
を
含
め
参
加
者 

で
、
各
校
下
自
慢
の
オ
ー 

ド
ブ
ル
を
持
ち
寄
り
懇
親 

会
も
開
催
し
ま
し
た
。 

従
来
に
は
な
か
っ
た
研
修 

会
の
カ
タ
チ
を
作
る
こ
と 

が
出
来
た
か
と
思
い
ま
す
。 

道
券 

聡 
 

今
後
の
主
事
会
研
修
会
予
定 

10
月
20
日(

日)
 

 

視
察
研
修 

 
 

 
 

 

１
月
19
日(

日) 

研
修
会 

館
長
・
主
事
合
同
研
修
会 

市
長
と
語
る
会 

開
催 
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子どもからシニアの皆さんまで、家族みんなが楽しめる体験教室や市内の公民館で行われている教室

の作品展示、福祉施設の販売やキッチンカーもあり、たくさんの方にご来場いただきました。 

これを機に公民館活動に興味を持ってくれる人が増えると嬉しいです！ 

¥¥¥¥ 

将棋体験 

7 月２８日（日）10：00～15：00 第一地区コミュニティセンター 

ボッチャ体験 

グルメ 

開会式 ドローン体験 

縄ない体験 

新聞紙ドーム 

工作 勾玉 

丸太切体験 

イライラ棒 

投球的当 

作品展示 

ウクレレ体験 将棋 

健康測定 
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稚
松
校
下
公
民
館 

 

館
長 

 

西
木 

裕
一 

 

稚
松
校
下
は

33
町
３
７
７
９
世
帯
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
恒
例
の
千
人
集
ま
る
稚
松
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
は
つ
ら
つ
協
議
会
」
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

稚
松
校
下
公
民
館
は
令
和
元
年
よ
り

新
た
な
地
域
協
議
会
と
し
て
、
稚
松
は
つ

ら
つ
協
議
会
「
稚
松
が
一
番
」
と
連
携
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

稚
松
は
つ
ら
つ
協
議
会
は
安
全
安
心

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
校

下
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
団
体
や
住
民
が

横
に
つ
な
が
り
、
連
携
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
を
生
か
し
合
っ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

基
本
理
念
は
『
①
健
康
で
あ
る
こ
と
②

稚
松
が
一
番
③
つ
な
ぐ
』
で
す
。
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
の
た
め
に
情
報
共
有
の
新
し
い
形
、

あ
り
方
を
提
案
し
、
稚
松
で
暮
ら
す
ひ
と

り
ひ
と
り
の
物
語
で
つ
く
る
「
お
も
い
あ

い
の
ま
ち
稚
松
」
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
事
で
す
。 

        

  

梅
田
町
公
民
館 

 

館
長 

 

太
田 

文
晴 

 

当
町
は
梯
川
北 

部
に
位
置
し
、
１ 

５
７
世
帯
３
８
８ 

名
の
町
会
で
昔
か 

ら
台
風
等
に
よ
る 

水
害
が
多
か
っ
た 

地
域
で
す
。
２
０ 

０
６
年
４
月
に
梅 

田
町
防
災
会
を
立 

上
げ
「
梅
田
町
自 

主
防
災
組
織
規
約
」 

策
定
。
そ
の
後
、 

２
０
１
９
年
２
月
に 

「
あ
ん
し
ん
は
つ
ら 

つ
セ
ン
タ
ー
梅
田
」
が 

落
成
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
年
９
月
、
10
月 

と
台
風
等
に
よ
る
災 

害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

こ
れ
を
契
機
に
、
自 

分
た
ち
の
（
ま
ち
を
） 

（
身
を
）
ど
う
守
っ
て 

ゆ
く
か
と
い
う
危
機 

意
識
が
高
ま
り
、
防 

災
の
心
構
え
や
自
主 

防
災
組
織
の
活
動
の
在
り
方
を
考
え
活
動

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
０
年

１
月
に
防
災
士
４
名
を
中
心
に
「
梅
田
防

災
会
」
を
立
上
げ
、
本
格
的
に
自
主
防
災

活
動
を
開
始
。
今
後
、
町
内
各
組
織
と
協

同
し
て
防
災
の
啓
発
を
図
る
予
定
で
す
。 

市
立
第
一
公
民
館 

 
 

 
 

館
長 

 

城
下 

浩
介 

 

市
立
第
一
公
民
館
は
、
第
一
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
こ
ど
も

将
棋
教
室
や
こ
ど
も
絵
画
教
室
、
ヨ
ガ
教

室
、
家
庭
菜
園
講
座
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
学
び
と
仲
間
づ
く
り
の
場
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
の
言
語

や
文
化
に
触
れ
る
異
文
化
体
験
と
し
て
、

韓
国
の
テ
コ
ン
ド
ー
や
ア
フ
リ
カ
の
布
を

使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
風
わ
ら
び
餅
作
り
等
の
国
際
理

解
講
座
も
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
と
連
携
し
て
、
年
齢
や
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
取
り

組
め
る
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や
、
避
難

所
運
営
訓
練
と
し
て
の
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
講
座
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
繋
が

る
学
び
の
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。 

第
一
公
民
館
は
、
今
後
も
学
び
と
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
み
ん
な
が
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
講
座
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
！
。 

       
 

 

   

   

① 

公
民
館
在
籍
年
数 

② 

趣
味 

③ 

好
き
な
歌
手
・
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

心
に
残
る
曲)

 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

尊
敬
す
る
人
物
・
理
由 

 
 

 
 
 

 

⑤ 
 

公
民
館
活
動
に
一
言 

  

那
谷
校
下
公
民
館 

館
長  

宮
崎 

英
昭 

 

 

① 

校
下
公
民
館 

館
長 

４
年 

② 

サ
ッ
カ
ー(

観
戦
・
指
導)

 

③ 

小
椋 

佳 

「
愛
燦
燦
」 

④ 

坂
本 

龍
馬 

生
き
ざ
ま
の
凄
さ
。 

⑤ 

地
域
活
性
化
に
寄
与
。 

  

市
立
安
宅
公
民
館 

主
事  

近
江 

は
る
奈 

 
 

① 

市
立
公
民
館 

主
事 

７
年 

② 

海
外
ド
ラ
マ
鑑
賞 

③ 

９
０
年
代
の
曲
が
好
き
で
す 

④ 

外
国
語
を
話
せ
る
人
。
尊
敬
し
ま

す
。
そ
う
な
り
た
い
！
と
思
い
ま

す
が
難
し
い
で
す
・
・ 

⑤ 

い
つ
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
の
求

め
る
生
涯
学
習
の
提
供
や
、
地
域

に
親
し
ま
れ
る
公
民
館
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

 
 

 

人 物 

ローズアップ 

ク 

（4）       小松市公民館連合会 会報 第 91 号 令和６年９月 30 日 

↑シンガポール風わらび餅作り ↓防災講座 

←梅田町 

ハザードマッフ 

稚松フェスティバル 

★
☆
★
編
集
後
記
★
☆
★ 

新
た
に
町
公
民
館
の
活
動
を
載
せ
て
見
ま
し
た
。

参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 


